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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 7,480 △20.8 △46 － 149 － 172 －

2021年３月期第３四半期 9,450 △20.8 △578 － △490 － △297 －

（注）１．包括利益2022年３月期第３四半期 206百万円（－％） 2021年３月期第３四半期 △301百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 35.70 －

2021年３月期第３四半期 △61.61 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 22,355 7,260 32.5

2021年３月期 24,893 7,192 28.9

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 7,260百万円 2021年３月期 7,192百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 10.00 － 17.00 27.00

2022年３月期 － 10.00 －

2022年３月期（予想） 17.00 27.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,300 △16.8 220 － 340 － 400 － 82.94

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等の適用に伴い、第１四半期連結会計期間より一部の売上高

については、純額計上に変更しております。詳細は、添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸

表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等の適用に伴い、第１四半期連結会計期間より一部の売上高

については、純額計上に変更しております。詳細は、添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸

表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 5,100,000株 2021年３月期 5,100,000株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 277,113株 2021年３月期 277,113株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 4,822,887株 2021年３月期３Ｑ 4,822,887株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た

っての内容等については、四半期決算短信（添付資料）Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業

績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、４－９月（上期）に関しては、新型コロナウイルス感染症拡大

の影響を受け、４月に政府より緊急事態宣言が発出された後も、コロナ第５波の発生による７月から９月にかけた緊

急事態宣言の延長もあり、景気・消費の低迷が続きました。一方で、10－12月にかけては、全世代を対象としたワク

チン接種が急速に進捗したことや、９月末に緊急事態宣言が解除されたことにより、経済活動の正常化が進みました

が、新たに感染力の強い変異株の流行により、再び活動制限措置が取られるおそれもあり、予断を許さない状況が続

いております。

　国内飲料業界におきましては、新型コロナウイルス感染症拡大による消費低迷が継続する中、第１四半期（４－６

月）では、前年に比べて飲料の消費回復傾向であったものの、第２四半期（７－９月）は、コロナ第５波により前年

割れとなりました。一方で、第３四半期（10－12月）は、緊急事態宣言が解除されたことで消費が持ち直しました

が、変異株の世界的な流行により、依然として本格的な回復には至っておらず、当第３四半期連結累計期間（４－12

月）の業界全体の販売数量は、前年同期比３％増（飲料総研調べ）にとどまりました。

　このような状況下、当社グループでは、「ひとが第一」「持続可能な経営」の考えのもと、更なる品質向上を目指

した改善活動を活性化する「品質経営」、生産・物流の効率化によるコスト削減等の「低重心経営」を重点的に推進

し、「ふ・け・か（防ぐ・削る・稼ぐ）」の進化に努めてまいりました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、受託製造数量が増加したものの、「収益認識に関する会計

基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日）等の適用に伴い、第１四半期連結会計期間より一部の売上高につい

ては、純額計上に変更したため、売上高は7,480百万円（前年同期比20.8％減）、営業損失は46百万円（前年同期は

営業損失578百万円）、経常利益は海外飲料受託製造事業（中国）の業績好調による持分法投資利益の増加（当第３

四半期連結累計期間217百万円、当第３四半期連結会計期間84百万円）等もあり、149百万円（前年同期は経常損失

490百万円）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は172百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損

失297百万円）となりました。

　セグメントごとの経営成績は、以下のとおりであります。

（国内飲料受託製造事業）

　国内飲料受託製造事業につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大による市場環境の悪化がありましたが、積

極的な受注活動を行った結果、当第３四半期連結累計期間における受託製造数は28,033千ケース（前年同期比12.0％

増）、セグメント損失は79百万円（前年同期はセグメント損失636百万円）となりました。

（海外飲料受託製造事業）

　海外飲料受託製造事業（中国、連結対象期間：2021年１月から９月期）につきましては、事業が好調に推移したこ

とにより、セグメント利益は207百万円（前年同期比55.1％増）となりました。

（その他の事業）

　水宅配事業及び水宅配フランチャイズ事業等につきましては、ボトルドウォーターの配送コスト削減等により、セ

グメント利益は21百万円（前年同期比29.4％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、3,209百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,240百万円減

少いたしました。これは主に、売掛金やその他流動資産が減少したことによるものであります。

　固定資産は、19,146百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,297百万円減少いたしました。これは主に、固定

資産の減価償却によるものであります。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、3,596百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,505百万円減

少いたしました。これは主に、短期借入金が減少したことによるものであります。

　固定負債は、11,498百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,100百万円減少いたしました。これは主に、長期

借入金の減少によるものであります。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、7,260百万円となり、前連結会計年度末に比べ68百万円増

加いたしました。これは主に、利益剰余金や為替換算調整勘定の増加によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年３月期の第３四半期連結累計期間及び通期連結業績予想につきまして、2021年11月４日に公表しました予

想に変更はありません。今後、業績予想に関して修正の必要が生じた場合には速やかに開示する予定であります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 883,644 773,904

電子記録債権 605,669 833,295

売掛金 1,900,328 1,271,604

商品及び製品 17,429 10,893

原材料及び貯蔵品 146,811 150,509

未収還付法人税等 8,062 12,066

その他 888,399 157,090

流動資産合計 4,450,345 3,209,363

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 15,533,995 15,700,446

減価償却累計額 △7,176,313 △7,583,267

建物及び構築物（純額） 8,357,682 8,117,178

機械装置及び運搬具 30,358,934 30,132,060

減価償却累計額 △22,197,018 △23,093,587

機械装置及び運搬具（純額） 8,161,915 7,038,473

工具、器具及び備品 1,041,336 999,110

減価償却累計額 △733,767 △753,855

工具、器具及び備品（純額） 307,569 245,255

土地 484,898 484,898

リース資産 508,880 514,186

減価償却累計額 △53,979 △92,341

リース資産（純額） 454,900 421,845

建設仮勘定 20,189 2,164

有形固定資産合計 17,787,155 16,309,814

無形固定資産 524,622 505,821

投資その他の資産 2,131,500 2,330,639

固定資産合計 20,443,279 19,146,275

資産合計 24,893,625 22,355,639

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 700,869 679,013

短期借入金 1,300,000 －

１年内返済予定の長期借入金 1,316,818 1,425,374

リース債務 68,885 74,118

未払金 1,578,671 1,144,073

未払法人税等 － 276

賞与引当金 72,599 －

その他 63,973 273,762

流動負債合計 5,101,816 3,596,618

固定負債

長期借入金 10,632,382 9,577,515

リース債務 383,516 331,971

固定資産撤去費用引当金 831,200 831,200

退職給付に係る負債 102,655 106,302

資産除去債務 649,850 651,749

その他 118 12

固定負債合計 12,599,723 11,498,751

負債合計 17,701,539 15,095,369

純資産の部

株主資本

資本金 628,800 628,800

資本剰余金 272,400 272,400

利益剰余金 6,063,850 6,097,311

自己株式 △264,624 △264,624

株主資本合計 6,700,426 6,733,887

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 240,939 202,819

為替換算調整勘定 273,569 340,254

退職給付に係る調整累計額 △22,850 △16,692

その他の包括利益累計額合計 491,658 526,382

純資産合計 7,192,085 7,260,269

負債純資産合計 24,893,625 22,355,639
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 9,450,147 7,480,519

売上原価 8,431,854 6,083,629

売上総利益 1,018,293 1,396,890

販売費及び一般管理費 1,597,149 1,443,610

営業損失（△） △578,856 △46,719

営業外収益

受取配当金 1,567 1,567

保険配当金 3,222 3,344

持分法による投資利益 149,357 217,060

補助金収入 16,845 13,880

その他 11,472 48,405

営業外収益合計 182,464 284,258

営業外費用

支払利息 32,221 70,905

支払手数料 43,487 10,910

その他 18,516 6,571

営業外費用合計 94,226 88,387

経常利益又は経常損失（△） △490,617 149,150

特別利益

固定資産売却益 99 476

災害損失引当金戻入額 7,757 －

特別利益合計 7,857 476

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△482,760 149,627

法人税等 △185,638 △22,551

四半期純利益又は四半期純損失（△） △297,121 172,178

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△297,121 172,178

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △297,121 172,178

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 32,164 △38,120

退職給付に係る調整額 △35,657 6,158

持分法適用会社に対する持分相当額 △442 66,684

その他の包括利益合計 △3,936 34,723

四半期包括利益 △301,057 206,901

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △301,057 206,901

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。これにより、当社グル

ープは、国内飲料受託製造事業における製品製造契約において、従来は製造完了基準及び出荷基準により顧客か

ら受け取れる対価の総額を収益として認識しておりましたが、第１四半期連結会計期間より契約において合意さ

れた仕様に従っている製品の支配が顧客に移転した時点で、当該財またはサービスと交換に受け取ると見込まれ

る金額で収益を認識することといたしました。

　さらに有償完成材取引については、従来有償支給元への売り戻し時に売上高と売上原価を計上しておりました

が、加工代金相当額のみを純額で収益として認識する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、

収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従

い、ほとんどすべての収益の額を認識した契約に新たな会計方針を遡及適用しておりません。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高が2,549,227千円、売上原価が2,557,727千円減少し、営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ8,499千円増加しております。

　また、利益剰余金の当期首残高は、8,499千円減少しております。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28－15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結

累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。これによる、四半期連結累計期間

等に係る四半期連結財務諸表への影響はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

その他
（注２）

合計
調整額
（注３）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注４）

国内飲料
受託製造

海外飲料
受託製造
（注１）

計

売上高

外部顧客への売上高 9,356,858 - 9,356,858 93,289 9,450,147 - 9,450,147

セグメント間の内部

売上高又は振替高
69 - 69 3,781 3,850 △3,850 -

計 9,356,928 - 9,356,928 97,070 9,453,998 △3,850 9,450,147

セグメント利益又は

損失（△）
△636,879 133,784 △503,094 16,954 △486,140 △4,476 △490,617

（セグメント情報）

　前第３四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「海外飲料受託製造」は、持分法適用会社で構成されております。

２．「その他」の区分は、水宅配事業及び水宅配フランチャイズ事業等を含んでおります。

３．セグメント利益又は損失（△）の調整額△4,476千円は、関係会社からの受取配当金の消去等であります。

４．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常損失（△）と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　　該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

その他
（注２）

合計
調整額
（注３）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注４）

国内飲料
受託製造

海外飲料
受託製造
（注１）

計

売上高

顧客との契約から生

じる収益
7,383,343 － 7,383,343 97,176 7,480,519 － 7,480,519

外部顧客への売上高 7,383,343 － 7,383,343 97,176 7,480,519 － 7,480,519

セグメント間の内部

売上高又は振替高
12 － 12 2,731 2,743 △2,743 －

計 7,383,356 － 7,383,356 99,907 7,483,263 △2,743 7,480,519

セグメント利益又は

損失（△）
△79,517 207,437 127,920 21,946 149,866 △715 149,150

　当第３四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「海外飲料受託製造」は、持分法適用会社で構成されております。

２．「その他」の区分は、水宅配事業及び水宅配フランチャイズ事業等を含んでおります。

３．セグメント利益又は損失（△）の調整額△715千円は、セグメント間取引に係る未実現利益の消去等であり

ます。

４．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　　該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　会計方針の変更に記載の通り、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認

識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益または損失の測定方法を同様に変更してお

ります。

　当該変更により従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「国内飲料受託製造」の売上高は

2,549,227千円減少しておりますが、セグメント利益は8,499千円増加しております。
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